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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年２月期第３四半期 76,846 2.8 1,821 △42.1 1,932 △41.2 1,366 △43.1

2022年２月期第３四半期 74,770 3.6 3,147 105.9 3,289 100.8 2,403 225.0

（注）包括利益 2023年２月期第３四半期 1,981百万円（△17.8％） 2022年２月期第３四半期 2,409百万円（296.6％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年２月期第３四半期 12.27 －

2022年２月期第３四半期 21.59 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年２月期第３四半期 75,991 48,113 63.3

2022年２月期 78,967 48,677 61.6

（参考）自己資本 2023年２月期第３四半期 48,113百万円 2022年２月期 48,677百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年２月期 － 0.00 － 28.00 28.00

2023年２月期 － 0.00 －

2023年２月期（予想） 25.00 25.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 110,000 △1.0 4,500 △17.2 4,550 △18.7 2,950 △26.0 26.50

１．2023年２月期第３四半期の連結業績（2022年３月１日～2022年11月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１　直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無
２　2022年２月期の年間配当金には、創業130年を迎えたことに対する記念配当３円が含まれております。

３．2023年２月期の連結業績予想（2022年３月１日～2023年２月28日）

（注）１　直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年２月期３Ｑ 119,896,588株 2022年２月期 119,896,588株

②  期末自己株式数 2023年２月期３Ｑ 8,523,208株 2022年２月期 8,570,705株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年２月期３Ｑ 111,354,381株 2022年２月期３Ｑ 111,301,033株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ.10「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料Ｐ.４「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。
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前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間
増減額

増減率

（％）

売 上 高 74,770 76,846 2,075 2.8

営 業 利 益 3,147 1,821 △1,326 △42.1

経 常 利 益 3,289 1,932 △1,356 △41.2

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

四 半 期 純 利 益
2,403 1,366 △1,036 △43.1

１．当四半期決算に関する定性的情報

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適

用しており、以下の経営成績に関する説明における前年同期の実績につきましては、当該会計基準等を適用する前の指

標等となっております。また、当該会計基準等を第１四半期連結会計期間の期首から適用したことに伴う主な影響額

は、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」に記

載しております。

（１）経営成績に関する説明

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間（2022年３月１日～2022年11月30日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感

染症による厳しい状況が徐々に緩和され景気に持ち直しの動きが見られるものの、ウクライナ情勢の長期化や急激

な円安による資源価格・原材料価格の上昇が見られるなど、依然として不確実性が高い状況が続きました。

当社グループを取り巻く環境におきましては、国内の経済活動の停滞が一段落し、集客に関しての設備投資に回

復の兆しが見られるものの、世界的な金融引締め等を背景とした海外景気の下振れによる国内景気の下押しリスク

が懸念され、また、資材価格等の上昇により採算面での厳しさが増すなど、引き続き予断を許さない状況が続いて

おります。

このような状況において当社グループは、中期経営計画（2020年度～2022年度）の最終年度として「社会から選

ばれるノムラへ」というテーマに向け、働き方改革等により事業の効率性・生産性向上を推進する「人財・企業文

化の戦略」、持続的成長と企業価値向上を支える経営基盤の構築に取り組む「制度・仕組みの戦略」、既存の事業

領域に加えて新たな価値提供を目指す「事業の戦略」という３つの戦略を実行してまいりました。

ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）への取り組みにおきましては、３月に、特に優良な健康経営を実践している

企業として経済産業省より「健康経営優良法人2022（大規模法人部門）」に認定された他、４月には、人権や働き

方、品質・環境・安全、社会貢献活動などのサステナビリティ課題に対して役職員が大切にするべき価値と目指す

方向を示す「サステナビリティ方針」を制定いたしました。また５月には、監査等委員会設置会社へと移行するな

ど、さらなるコーポレート・ガバナンスの充実をはかってまいりました。

当第３四半期連結累計期間につきましては、複合商業施設市場、広報・販売促進市場および余暇施設市場等にお

いて売上が増加したことにより、売上高は768億46百万円（前年同期比2.8％増）となりました。利益面におきまし

ては、資材価格等の上昇や一部価格競争の傾向が強まった影響もあって売上総利益率が減少し、営業利益は18億21

百万円（前年同期比42.1％減）、経常利益は19億32百万円（前年同期比41.2％減）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は13億66百万円（前年同期比43.1％減）となりました。

なお、第１四半期連結会計期間より、当社グループの報告セグメントは単一セグメントとなったことから、セグ

メント別の記載を省略しております。
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市場分野名

売　上　高

増減額
増減率

（％）前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間

専門店市場

（物販店、飲食店、サービス業態店等）
18,760 19,115 354 1.9

百貨店・量販店市場

（百貨店・量販店等）
3,447 4,431 984 28.6

複合商業施設市場

（ショッピングセンター等）
4,394 6,988 2,593 59.0

広報・販売促進市場

（企業ＰＲ施設、ショールーム、セールスプ

ロモーション、ＣＩ等）

5,460 6,927 1,466 26.9

博物館・美術館市場

（博物館、文化施設、美術館等）
8,174 7,817 △357 △4.4

余暇施設市場

（テーマパーク、ホテル・リゾート施設、ア

ミューズメント施設、エンターテインメント

施設、動物園、水族館等）

5,439 11,362 5,923 108.9

博覧会・イベント市場

（博覧会、見本市、文化イベント等）
11,675 2,920 △8,754 △75.0

その他市場

（オフィス、ブライダル施設、サイン、モニ

ュメント、飲食・物販事業等）

17,418 17,283 △135 △0.8

合　計 74,770 76,846 2,075 2.8

市場分野別の売上高は次のとおりです。

前年同期において東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の各種プロジェクトを多数手掛けた博覧会・

イベント市場等の売上が減少しましたが、都市型商業施設の新装・改装案件が進捗した複合商業施設市場、企業Ｐ

Ｒ施設の大型案件が進捗した広報・販売促進市場、テーマパーク施設やホテルのリニューアルなどの大型案件を多

数手掛けた余暇施設市場等の売上が増加しました。その結果、売上高は768億46百万円（前年同期比2.8％増）とな

りました。

（単位：百万円）

（注）１　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間

の期首から適用しており、当第３四半期連結累計期間の市場分野別の実績は、当該会計基準等を適用し

た後の指標等となっております。

２　当社グループの報告セグメントは、従来「ディスプレイ事業」と「飲食・物販事業」に区分しておりま

したが、第１四半期連結会計期間より、「ディスプレイ事業」のみに変更しているため、「飲食・物販

事業」に相当する実績については、「その他市場」に含めて表記しております。
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（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

資産合計は、前期末から29億75百万円減少し、759億91百万円となりました。

流動資産は、前期末から30億30百万円減少し、618億83百万円となりました。これは主に、現金及び預金、棚

卸資産の減少によるものです。

固定資産は、前期末から54百万円増加し、141億8百万円となりました。これは主に、投資有価証券の増加によ

るものです。

（負債の部）

負債合計は、前期末から24億12百万円減少し、278億77百万円となりました。

流動負債は、前期末から22億15百万円減少し、229億1百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛

金、未払法人税等の減少によるものです。

固定負債は、前期末から1億97百万円減少し、49億75百万円となりました。これは主に、退職給付に係る負債

の減少によるものです。

（純資産の部）

純資産合計は、前期末から5億63百万円減少し、481億13百万円となりました。これは主に、親会社株主に帰属

する四半期純利益の計上による増加はあったものの、配当金の支払いにより減少しました。

この結果、自己資本比率は前期末の61.6％から63.3％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年４月７日発表の通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 37,077 30,903

受取手形及び売掛金 19,480 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 26,643

棚卸資産 7,216 1,588

その他 1,202 2,873

貸倒引当金 △64 △125

流動資産合計 64,913 61,883

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,434 6,463

土地 3,743 3,743

その他 2,143 2,185

減価償却累計額 △4,974 △5,159

有形固定資産合計 7,347 7,233

無形固定資産 2,673 2,319

投資その他の資産

投資有価証券 2,024 2,818

繰延税金資産 1,044 752

その他 1,211 1,225

貸倒引当金 △247 △239

投資その他の資産合計 4,033 4,556

固定資産合計 14,053 14,108

資産合計 78,967 75,991

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,921 14,643

未払法人税等 1,957 153

前受金 3,319 －

契約負債 － 3,802

賞与引当金 1,438 773

完成工事補償引当金 46 129

工事損失引当金 247 380

その他 2,187 3,017

流動負債合計 25,117 22,901

固定負債

退職給付に係る負債 4,809 4,623

その他 363 352

固定負債合計 5,173 4,975

負債合計 30,290 27,877

純資産の部

株主資本

資本金 6,497 6,497

資本剰余金 6,898 6,933

利益剰余金 36,043 34,822

自己株式 △1,081 △1,075

株主資本合計 48,357 47,178

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 259 666

為替換算調整勘定 231 409

退職給付に係る調整累計額 △171 △141

その他の包括利益累計額合計 319 935

純資産合計 48,677 48,113

負債純資産合計 78,967 75,991
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日

　至　2022年11月30日)

売上高 74,770 76,846

売上原価 60,611 63,910

売上総利益 14,159 12,935

販売費及び一般管理費 11,011 11,113

営業利益 3,147 1,821

営業外収益

受取利息 6 5

受取配当金 41 28

仕入割引 21 15

保険配当金 28 28

その他 44 33

営業外収益合計 141 110

営業外費用

支払利息 0 －

その他 0 －

営業外費用合計 0 －

経常利益 3,289 1,932

特別利益

固定資産売却益 1 －

投資有価証券売却益 448 3

その他 3 6

特別利益合計 453 9

特別損失

固定資産除売却損 3 0

投資有価証券評価損 10 2

店舗臨時休業による損失 9 －

事業構造改善費用 38 －

その他 3 －

特別損失合計 65 3

税金等調整前四半期純利益 3,676 1,939

法人税等 1,279 572

四半期純利益 2,397 1,366

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △5 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,403 1,366

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日

　至　2022年11月30日)

四半期純利益 2,397 1,366

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △117 407

為替換算調整勘定 95 178

退職給付に係る調整額 34 29

その他の包括利益合計 12 615

四半期包括利益 2,409 1,981

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,415 1,981

非支配株主に係る四半期包括利益 △5 －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（「収益認識に関する会計基準」等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」といいま

す。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当

該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、顧客との契約について、従来は、成果の確実性が認められる工事契約については工事進行基準を、そ

の他の工事契約については完成基準を適用しておりましたが、原則、履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわ

たり収益を認識する方法に変更しております。なお、履行義務の充足に係る進捗度の見積りは主に見積総原価に対す

る発生原価の割合（インプット法）によっております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、利益剰余金が530百万円増加しております。また、期首の連

結貸借対照表におけるその他の主な影響は、受取手形、売掛金及び契約資産の増加 5,897百万円、棚卸資産の減少 

6,259百万円、前受金の減少 1,072百万円等です。さらに、当第３四半期連結累計期間の売上高は11,692百万円増加

し、売上原価は9,710百万円増加し、売上総利益、営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益はそれぞれ

1,981百万円増加しております。

収益認識会計基準を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において「流動資産」に表示していた「受取

手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することとしま

した。また、「流動負債」に表示していた「前受金」は、第１四半期連結会計期間より「契約負債」として表示する

こととしました。

なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度および前第３四半期連結累

計期間について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（「時価の算定に関する会計基準」等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」といいま

す。)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項および「金融商品に関する会計基

準」(企業会計基準第10号　2019年７月４日) 第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定

める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はあ

りません。
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（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　2021年３月１日　至　2021年11月30日)

「Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（報告セグメントの変更等に関する事項）」に記載のとおりです。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　2022年３月１日　至　2022年11月30日)

当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(報告セグメントの変更等に関する事項)

当社グループの報告セグメントは、従来「ディスプレイ事業」と「飲食・物販事業」に区分しておりました

が、第１四半期連結会計期間より、「ディスプレイ事業」のみに変更しております。

この変更は、2022年３月１日付で「飲食・物販事業」を主たる事業内容とする連結子会社が他の連結子会社

と合併したことを機に、当社グループの事業展開、経営資源の配分、経営管理体制等の実態を踏まえ、報告セ

グメントは「ディスプレイ事業」のみとすることが適切であると判断したことによるものです。

このため、前第３四半期連結累計期間および当第３四半期連結累計期間のセグメント情報の記載を省略して

おります。
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市場分野名 前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

専門店市場 19,109 18,683

百貨店・量販店市場 3,766 4,417

複合商業施設市場 4,866 6,842

広報・販売促進市場 5,599 6,909

博物館・美術館市場 7,052 7,623

余暇施設市場 5,997 11,293

博覧会・イベント市場 13,015 2,947

その他市場 18,391 17,316

合計 77,799 76,034

市場分野名
前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

受注高 受注残高 受注高 受注残高

専門店市場 19,722 8,207 20,190 7,217

百貨店・量販店市場 4,976 2,621 5,290 1,684

複合商業施設市場 6,036 4,865 11,892 7,565

広報・販売促進市場 4,910 2,373 11,860 6,585

博物館・美術館市場 7,575 8,306 6,700 3,947

余暇施設市場 12,326 12,462 15,755 16,128

博覧会・イベント市場 3,800 4,315 3,411 829

その他市場 21,482 12,763 21,659 11,491

合計 80,831 55,916 96,760 55,450

３．補足情報

市場分野別の生産高、受注高および受注残高の実績

（１）生産高の実績

（百万円）

（注）１　生産高の金額は販売価格によっております。

２　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間

の期首から適用しており、当第３四半期連結累計期間の市場分野別の実績は、当該会計基準等を適用し

た後の指標等となっております。

（２）受注高および受注残高の実績

（百万円）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第３四半期連結累計期間の市場分野別の実績は、当該会計基準等を適用した後の指

標等となっております。
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